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1. 目からウロコ⁉古代の建築術 2. アッと驚く‼住宅建築の技

あとがき

日本の住宅の未来はどうなる？

石器で丸太は伐れるのか？
原始時代の建築を当時の技術で作りたい筆者
石器と鉄器では伐採するのに得意な樹種が異なる
ことを知る。

もともとは依代であった巨木。 枯れてしまう巨木の
変わりに突っ張り棒のように建てられた御柱

柱は神の宿る神聖なものだった。 家では大黒柱が
建てられ、 ほかの柱より立派な木を使った。

日本の家は冬の寒さに対して建築的努力はしてい
ないというのが定説。 しかし、 ある時代まで夏の家
と冬の家を使い分けていた可能性がある。

日本では用を足すとき、 小は公然、 大は非公然
とされてきた。 二十一世紀はリサイクルのための分
別として小と大が分けられるかも

銭湯や温泉地において日本人は、 閉鎖的空間で
入浴をしていた。 この反動として露天風呂が人気
になったが住宅に持ち込まれることはあるのだろうか

建築家は雨戸自体を嫌いはしない、 雨戸が収ま
る戸袋がゆるせない。 戸袋は建築の外観おｗ損
ねるからである。

ヴェランダ ・ 縁側は東南アジアから入ってきた。 辰
野金吾はヴェランダを植民地のものとして嫌った。
今日も壁面の構成をガタガタにするヴェランダは嫌
われる。

江戸 ・東京の商家と長屋には塀はなく、 あるのは
武士の家だった。 その後サラリーマンは門塀を格式
として作ったが攻められもしない家に塀は要らない。

庭は時間を無化する装置である。 白砂青松がそ
の証拠で、 あの世や神様のいる場所のようである。

赤坂離宮に冷暖房を完備したが、 湿度の影響で
センサーが働かず、 昭和天皇は冷え性に。
日本の冷房の敵は湿度である。

物神崇拝の伝統のせいか、 日本は狭いのにモノが
多い。 欧米のように室内光景は人生の大事とする
かものの海に溺れるか。

地形の風水は日本では平安京遷都以降衰えて
いった。 山脈と水が関係している。

人にとって自分が自分であることの証は脳内の自分
の世界の安定と連続によるが、 建物や街並みを
見て中しいと感じた時その確認が行われ、 懐かし
いという感情が湧き上がる。

家相は方角のことを差し、 これの歴史はそう古くな
い。

個人と社会にゆとりが生まれるとお付き合いを始め
る。 最も好ましいお付き合いは自分の家に迎えるこ
と。日本の住宅はそれを目指していくのではないか。

建築学は多様な分野のゴッタ煮であり、 それがお
いしさを生み出す場合を総合という。
雑合を総合する人を建築家という

日本の家は冬は寒い。 日本の住宅の部屋中が暖
かくなったのは高度経済成長期であり、 日本は暖
房発展途上国である。

現代の住宅で化学物質ゼロはあり得ない。 化学
物質を吸着するように壁を漆喰で仕上げたらどうだ
ろう。

内開きのドアーを使っていた西洋ではドアーを防御装
置としてとらえていた。 日本では防御装置という考
え方はなく、 現代でも外開きのドアーになっている。

足は本来、 手ほどに敏感であり、 その足が触れる
床は壁や天井以上の重要である。

地面→縁側→板の間→円座→畳とヒエラルキーが
あり、 畳はヒエラルキーを作っていた。

ペリー来航以降土足問題が発生する。 和風の伝
統の中に洋風う要素を持ち込むが土足で上がるこ
とはしなかった。

寝殿造で寝殿同士をつなぐことで生まれた廊下は
部屋というものを確立し、 部屋を小割した罪で追
放された。

仏教とともに伝来した天井は屋根裏を隠す、 住ま
いのフタとなっている。

西洋は壁から照らし、 天井は暗いもの。 日本は
天井も壁もすみまで明るい。 明るくなった部屋の仕
上げ材には木を使うべき。

洞窟に住んでいたご先祖様は洞窟の入り口の穴に
映る人の姿に期待と恐れの入り混じった気持ちを
持っていた。 窓は洞窟の入り口のようである。

戦後の住宅で封建制を示すような男の座敷から女
の台所へ住宅の主要な部分が変化していった。

人類史的には調理と食事を一緒にすることは野蛮
とされた。 調理と食事を一緒にするのは西山夘三
が貧困の人のために提案した。

日本ではむかしから住宅に階段がなく、 畳や板張
りなどの床で水平への意識は磨かれていたが、 ヨー
ロッパは階段による垂直の意識があった。

床下の闇は大きく垂れさがる明るい屋根との対比
で陰影を作り日本の伝統木造建築の奥深い味わ
いを作り出している。

ギリシャ神殿はもともと木造だった。
ギリシャの石と法隆寺の木には関係があるかも、
技術と表現の源は木なのだから。

きれいでつるつるな板はプリントと変わらない。 割
板は力強い。

校倉造りの調湿能力は嘘だった。 しかし急激に湿
度が変化することを防いでいることが効果的である。

茅葺屋根とキノコの形は似ている。
支柱と水平の笠という力学的構造が露出している
茅葺屋根ー人工側ギリギリ
キノコー自然側ギリギリ

「縛る」 はボルトなどの固定よりも適当にゆるむ。
これが自然素材やバラツキといったものとの相性がい
い。 今後 「しばる」 が復活するかも

竹は自然素材でありながらツルピカで、 弥生的
建築は杉や檜も竹的に使われて、 軽くて明る
い。 これはのちの上品で貴族的な建築形式へ
と発展していく。

縄文時代の人々も夏に高い床の上で暮らす快適さ
を知っていた。 その習慣の上に弥生時代の高床式
ができた。 以降日本の床は 「高く張って清らかに
保つ」 となった。

掘立柱ー栗の木時代は腐りにくかった
基礎ー柱が腐らないように石を柱の下に置いた
土台ー基礎の上に置き、 柱が乗る
木材の防蟻処理がある今、 掘立柱は復活できる？

魔法的先端技術　縄

弥生的なるモノ

「夏は巣に宿」 とは

腐らない土台の工夫

柱であって柱でない九本目の柱

巨木に頼って住まいが生まれた

木造神殿から石造神殿へ

力強く生命のある本当の板とは？

由緒ある 「伝説」 のウソ

自然と人工の境界線

その昔、 屋根には花が咲いていた
フランスのシバムネ ・ ハウス

靴のまんまはプロブレム

毛嫌いされる現代の廊下

天井の存在理由

より上に、 そしてくまなく明るく

窓は建物の目

ステンレス流し台が座敷を駆逐

ダイニング ・ キッチンの知られざる過去

水平か垂直か、 それが問題だ

床下の偉大なる功績

アサガオ復活への主張

風呂はなぜ閉鎖的空間か

かくして雨戸は嫌われる

ヴェランダ ・ 布団連合と建築家の対立

我が家の境に塀は要るか

庭は末期の目で見るべし

最初の冷え性患者は昭和天皇だった

エライ人の暖房事情

室内光景は人生の大事

Dr. テルボの正しい風水

家相は家の相にあらず

人は何故建築を求めるのか？

家は夏をもって旨とすべし

シック ・ ハウスの代わりにシックイ ・ ハウスを！

引き戸とドアーを隔てる歴史的事情

日本建築の生命は床にあり

厚さ数センチのヒエラルキー

藤森照信　ちくま文庫

石は柔らかく
木は固く ( 栗の木 )

石のスレートは縛れば
日本でもできる？

江川太郎左衛門家

割板
　オイル仕上げしたらつるつる、、、

防蟻処理した木材

石上純也
サーペンタイン ・ パビリオン

針葉樹 ( 柔らかい )
のほうが早い


